
県民協働の取り組みチェックシート　　

■基本項目

○記入者氏名：名護屋城博物館　学芸課長　西田和己

　　　　　　　　　　名城会　会長　於保文子

○事業名　なごや歴史講座・史跡探訪会の開催

○事業内容　なごや歴史講座…学芸員による名護屋城や日韓交流史等に関する一般講座

　　　　　　　　　　史跡探訪会…最新の発掘調査成果を現地を巡りながら説明する事業

○行政担当課　名護屋城博物館　学芸課

○ＣＳＯ名　　　名城会（名護屋城博物館のボランティア組織）

○協働の呼びかけは、どちらからですか。　１　ＣＳＯ　　２　行政　　３　その他（　　　　　　　　　　　　　　）　

○協働の形態は、何ですか。　・協働型委託　・共催　・補助　　・後援　　・事業協力

○県民協働のコーディネーターは同席しましたか。　同席した　　・同席していない（継続して協働しており必要なし）

行政 ＣＳＯ 行政 ＣＳＯ

■計画段階

１．事業の目的を明確にし、共有しましたか。 はい はい はい はい

２．成果目標を明確にし、共有しましたか。 はい はい はい はい

３．県民のニーズは反映されていますか。 はい いいえ はい はい

４．協働の理由は明確ですか。 はい はい はい はい

５．ふさわしい協働の形態（委託、補助、事業協力）が検討されましたか。 はい はい はい はい

６．協働するＣＳＯを選ぶ手法は適当でしたか。
　　①当初から決まっている場合：平成７年の発足以来継続している
　　②当初から決まっていない場合：

はい はい はい はい

７．相互を理解し、対等な関係を築けましたか。 はい はい はい はい

８．事業計画、収支計画をともに作りましたか。 はい はい はい はい

９．協働する期間をともに考えましたか。 はい はい はい はい

10．役割分担を明確にしましたか。 いいえ いいえ はい はい

■実施段階

　 １．役割分担をともに共有し、果たしましたか。 いいえ いいえ はい はい

２．進捗状況や事業に関する情報を共有しましたか。 はい はい はい はい

３．課題の発生には、お互い連絡しあい、素早く対応しましたか。 はい いいえ はい いいえ

４．事業の修正は、お互いに十分議論し、柔軟に対応しましたか。 はい はい はい はい

５．事業内容の報告をつくり、公開しましたか。 いいえ はい いいえ いいえ

※実施段階で記すべきコメントがあればここに記入してください。

※計画段階で記すべきコメントがあればここに記入してください。

※振り返り（評価）の各項目には「はい」、「いいえ」、「わからない」のいずれかを記入してください。
　　評価欄の「前」には、実際に振り返りを実施する前の各々の評価を記載してください。「後」には、振り返りを実施した後の評価
を記載してください。

振り返り（評価）項目
前 後

○協働はいつ開始されましたか。 １．予算案作成前から　２．予算決定後、企画の段階から　　３．実施段階から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



■成果の把握

１．成果目標は達成できたか、お互いに話し合いましたか。 はい はい

２．成果目標は達成できましたか。 はい はい

■課題の抽出

１．今後の課題をお互いに話し合いましたか。 はい はい

■改善案の作成

１．改善案をお互い話し合い、作成しましたか。
＜改善案内容のポイント＞

はい はい

２．今後の官民役割分担を明確にしましたか。 はい はい

総合評価（よかった：○　普通：△　悪かった：×） ○ ○

※課題の抽出において記すべきコメントがあればここに記入してください。
（行政）
　史跡探訪会は当初予想した３倍の参加者があったため、グループ分けしたものの１グループ１００人を超えた
班もあり、資料が行き届かなかったり、説明者の声が聞きとりにくかったなどの意見もよせられており、次回への
課題として検討した。

※改善案の作成で記すべきコメントがあればここに記入してください。
（行政）
　班分けの際のプラカードで呼びかけるなど、進行をスムーズにするため、開始前に再度両者で確認を行なって
いくことにした。

■自由意見
（行政）
多くの人に参加していただき、成果があがっていることがお互い実感できた。

※成果の把握で記すべきコメントがあればここに記入してください。
（行政）昨年に比べ、なごや歴史講座、史跡探訪会ともに参加者が増えた。


